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兵庫県がん・生殖医療ネットワーク設立経緯	


1.  2015.6.7：兵庫県産科婦人科学会で『当センターにおける医学
的適応による卵子・胚および卵巣凍結の現況』について発表・
ネットワークの必要性を提言。後日、兵庫県産科婦人科学会理
事会でネットワーク設立案の提案・承認。	
  

2.  兵庫県内のART	
  31施設に「兵庫県がん・生殖医療ネットワー
ク」へ参加有無のアンケート調査を実施。このうち参加希望が
あり、医学的適応妊孕性温存について日本産科婦人科学会の
所定の手続き済みの3施設が参加施設となる。	
  

3.  2015.8.12：兵庫県内にある45がん診療施設の協力を要請する
ために、兵庫県産科婦人科学会会長とネットワーク代表世話
人から兵庫県がん診療連携協議会で「兵庫県がん・生殖医療
ネットワーク」の設立を申し入れた。	
  



兵庫県がん・生殖医療ネットワーク設立	


兵庫県産科婦人科学会と	
  
兵庫県がん診療連携協議会
とが共同して設立	
  
	
  
平成２８年１月７日	
  
　・キックオフミーティング	
  
　・第１回世話人会	




平成２８年３月１日～	
  
　・地域連携開始	
  

兵庫県がん・生殖医療ネットワーク運用	


①　『兵庫医科大学病院「妊孕性温存」相談申込書』	
  
②　『兵庫医科大学病院「妊孕性温存」相談室への紹介要領』	
  
③　『兵庫医科大学病院で「妊孕性温存」相談を御希望の患者さんへのご案内』	
  
を兵庫県内にある45施設がん診療施設に送付し、実際の運用を開始した。	


①	




紹介要領・患者向けの案内など	


②	
 ③	




がん診療施設	
  
（がん患者）	


妊孕能温存処置を施行	


妊孕能温存カウンセリング	


紹介先：生殖医療施設	
  
（当科含む３施設）	


すみやかにがん治療を開始	


妊孕能温存に関する情報提供の依頼	


がん患者さんの妊孕能温存のための流れ	


兵庫県がん・生殖医療ネットワーク	


窓口：当科（がん生殖外来）	
  



「兵庫県がん・生殖医療ネットワーク」　生殖医療側受け入れ施設一覧	


不妊治療施設 (所在地)	
 受精卵凍結	
 卵子凍結	
 卵巣凍結	


　英ウイメンズC	
  (神戸市)	
 ○	
 ○	
   　○＊	
  

　徐レディースC	
  (西宮市)	
 ○	
 〇	
 X	


　兵庫医科大学 (西宮市)	
 ○	
 ○	
 　　○＊＊	


＊ 　：卵巣採取術は他院	
  

＊＊ ：他院での卵巣採取時に、胚培養士の派遣による受け取りも可能。	


(平成28年7月現在)	


月	
 火	
 水	
 木	
 金	
 土	


11：00～	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ×	


14：00～	
 ○	
 ○	
 ×	
 ○	
 ○	
 ×	


【がん生殖外来：兵庫医科大学のみ実施】	
  



拡大	

がん診療連携拠点病院 
国指定：　　　　１４ 
県指定：　　　　１０ 
準拠点病院：　２１　 
                   計４５病院	


兵庫県	


ネットワーク　情報交換	


不妊治療施設 
参加 
　病院：　　 　　１ 
　クリニック     ２ 
不参加         ２８	


瀬戸内海	


日本海	


鳥取県	


京都府	


大阪府	




ネットワークの運営体制（1）	


紹介先の主な施設	
 複数	
  
①兵庫医科大学産婦人科	
  
②英ウイメンズC	
  (神戸市)	
  
③徐レディースC	
  (西宮市)	


紹介方法	
 ①は病診連携（FAX）	
  
②、③は従来通り、紹介状など	


がん診療施設からの	
  
統一された情報提供書式	


あり　	
  
①の場合のみ	


県外からの紹介	
 まれ	


妊孕性温存実施施設	
 上記3施設	


ネットワーク運用資金	
 県からの補助あり	


ネットワークHome	
  Page	
  
・開設資金	


なし	




ネットワークの運営体制（2）	


妊孕性温存に関する	
  
情報提供内容	


独自資料なし	
  

症例の情報	
 各施設で管理	


施設間の交流方法	
  
（患者紹介以外）	


定期的な研究会の開催（年1回予定）	
  
メーリングリスト　	


行政の関与	
 なし	


ネットワークの特徴	
 基幹病院中心に運営	
  

ネットワークの課題	
 ①地域性：生殖医療側受け入れ施設は
阪神間のみである。県北部・西部・淡路
島など交通面で負担	

	

②費用：自費診療で公的補助がない	

	



